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1. はじめに 

 

 近年我が国の多くの地方都市において、過疎化、少子

高齢化が急速に進行している。これに伴い各自治体は、

医療や福祉、交通などの各種公共サービスの在り方につ

いて見直す必要性に迫られている。その一例として、地

方都市における主要な公共交通機関のひとつである路線

バスや鉄道では、過疎化による利用者の減少と、それに

伴う減便や運賃値上げ等のサービス水準の悪化などを受

けて、さらに需要低下に拍車をかけているという現状で

ある。しかも、地方部の過疎地域においては公共交通の

利便性が低く、マイカーに大きく依存せざるを得ない状

況である。したがって、このような現状では公共交通事

業は営利事業として成立させることが困難であり、地方

自治体による公的補助についても、財政が遣迫する中で

限界があると考えられる。しかしながら、これから迎え

ようとしている、超高齢化時代において、自動車の運転

が難しく、公共交通を利用せざるを得ない移動制約者に

対して、移動ニーズに即した利便性の高い公共交通の整

備が求められている。 

 

2. 研究の目的 

 

珠洲市、穴水町はいずれも奥能登の中心都市であるが、

バス路線の赤字により、近年バス路線の廃止や再編が考

えられている。民間交通事業者によるサービスが提供さ

れにくい人口減少地域が多く、市民の足を確保するため、

市や町及び石川県の財政支援を受けながら、バス路線が

運行されている。いずれの路線も運営上の赤字路線であ

り、今後の人口減少の進行、児童生徒数の減少等にとも

なって、利用者がさらに減少することが考えられ、今後

の利用状況によっては、バス事業運営そのものが危惧さ

れる現状になっている。しかし、高齢化の進行や交流人

口増大に向けた活性化策の推進などに向けて、市民の

足・来訪者の足を今後も確保していくことが重要である。

本研究は、珠洲市、穴水町の実情・利用状況に合わせ、

効率的かつ効果的な将来の公共交通体系を検討すること

を目的とする。 

 

3. 研究の方針 

 

(1)珠洲市の公共交通体系の実態調査 

 本研究では，珠洲市の公共交通の確保と自治体におけ

る課題認識を把握するため，平成23年度事業報告を参考

にし、路線の価値を金額として計測することで、費用負

担などに伴う税金投入の妥当性の検証を試みるため、CVM

（仮想評価法）などを用いて珠洲市の公共交通体系の実

態調査を行うこととした。平成23年度事業報告では、１）

路線バス「小屋線」沿線住民アンケート調査、２）路線

バス「木ノ浦線」の評価アンケート、３）珠洲市全世帯

アンケート調査、４）「のりタク」の運行報告、５）三崎

地区スクールバス活用による朝便運行、６）おでかけ１

００円バスについて述べられている。 

表１ 珠洲市の路線バス 

 
 

路線名 
運行本数 

下り 上り 合計 

木
の
浦
線 

木の浦線１ 木ノ浦～寺家～能登飯田 ３ ４ ７ 

木の浦線２ 折戸～寺家～能登飯田 ２ １ ３ 

木の浦線３ 能登飯田～鉢ヶ崎～寺家 １ １ ２ 

木の浦線４ 小浦出～東山中～能登飯田 １ １ ２ 

木の浦線５ 能登飯田～東山中～木ノ浦 １ １ ２ 

大
谷
線 

大谷線１ 曽々木～大谷～飯田港 ４ ３ ７ 

大谷線２ 大谷～宇都山～飯田港 １ １ ２ 

大谷線３ 曽々木～大谷～木ノ浦 ２ ４ ６ 

大谷線４ 曽々木～大谷～高屋新保 １ １ ２ 

大谷線５ 高屋新保～大谷 １ ０ １ 

飯
田線 

飯田線１ 飯田港～上山～曽々木 ２ １ ３ 

飯田線２ 飯田港～宇都山～上山 ２ ２ ４ 

三崎線 飯田港～本～大屋 ３ ３ ６ 

う
ぐ
い
す
号 

小屋線１ 珠洲駅～住吉神社～大町 １ １ ２ 

小屋線２ 総合病院～住吉神社～大町 ２ ２ ４ 

小屋線３ 総合病院～住吉神社～能登小屋 １ ０ １ 

小屋線４ 珠洲駅～住吉神社～能登小屋 ０ １ １ 

市街地循環線 － － ３ 
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(２)仮想評価法 

 公共交通利用者が少ない過疎地域における路線バスの

維持効果を測定する方法として用いる CVM(仮想評価法)

について述べる。CVM(仮想評価法)とは、環境を守るため

に支払っても構わない金額（支払意思金額）を尋ねるこ

とによって、環境の持っている価値を金額として評価す

る手法である。 

 平成23年度事業報告において、木ノ浦線沿線地区でア

ンケートが行われたので、それを基に仮想評価法を行う。

木ノ浦線を維持するために負担しても良いと思う金額を

回答してもらい、回収されたサンプルN=395のうち、「ア

ンケートに対する理解が不十分と考えられる回答」や「抵

抗回答」を排除して標本数を確定した。 

 

表２ 支払意思の集計(N=222) 

 

支払意思額には、年齢や所得などの個人属性や評価対

象に対する知識などの要因が影響する可能性がある。木

ノ浦線維持評価の支払意思額関数で有意となったのは、

路線バスに対する「環境にやさしいイメージ」の有無の

みであった。要因分析を考慮した木ノ浦線維持に対する

支払意思額(木ノ浦線評価金額)は、762,407円/月・945

世帯×12ヶ月=9,148,889円(年間)となる。現在、珠洲市

が木ノ浦線の負担している金額は、年間一千万円である。

木ノ浦線路線維持の効果が直接的に及ぶ木ノ浦線沿線地

区の全世帯(945世帯)を集計範囲として、路線維持に対す

る支払意思額を推定すると、年間915万円となった。支

払意思額に対して、路線バスに対する環境評価が有意に

影響することがわかった。「環境にやさしいイメージ」と

強く感じる回答者は、支払意思額を高く回答する。この

ため、木ノ浦線の評価を高めるためには、路線バスが環

境にやさしいと感じる住民を増やしていくことが有効で

ある。 

 

（３）コンジョイント分析 

 コンジョイント分析（conjoint analysis）はCVMと同

じく表明選好分析の一種であり，評価対象に対する選好

を回答者から直接たずねる。コンジョイント分析は，あ

る施策（商品）に対する価値付けだけではなく，それを

構成している特性（品質）各々に対して評価付けを行う

ことが可能という特徴がある。CVMは，ある特定のサービ

スに対する評価に留まるが，コンジョイント分析では，

施策のどの部分に回答者が価値を見出しているのか判別

することができる。コンジョイント分析は完全プロファ

イル評定型，ペアワイズ評定型，選択型コンジョイント

といった方法があるが，回答者の答えるべき質問が減り，

現実の消費行動に近く，回答者数が少なくても分析でき，

「どれも選べない」という選択肢を入れることが可能で

あり，無理に選択肢の中から 1 つを選ぶ必要がないこと

から選択型コンジョイントを採用した。 

 

（４）穴水町福祉バス再編のためのアンケート 

 穴水町の福祉バス再編のための住民の属性、行動を調

査するアンケート作成を行った。コミュニティバス利用

の主な目的、利用頻度、運行日、乗降車するバス停、満

足度を調査する。また、このアンケートの中でも、仮想

評価法を用いて福祉バスを金額として評価しようと考え

ている。アンケートは来年1月上旬に配り、1月中に集計

を行い、福祉バスの評価を行う予定である。 

 

4. 今後の方針 

 

 本研究では，珠洲市の公共交通の確保と自治体におけ

る課題認識を把握し、路線バス存続を目標とする。しか

し、路線バス事業は慢性的な赤字であり、撤退したいバ

ス会社も増える中、路線バス維持のためのガイドライン

の作成が必要と思われる。珠洲市だけでなく、能登町、

穴水町、輪島市などの他の自治体との連携を目指し、ど

のバスを残し、どのバスを切るかの基準が必要である。

住民のバス利用促進のための 100 円バスや、時間帯の重

複するスクールバスと路線バスの統合、予約制乗合タク

シー（のりタク）の拡大など珠洲市の住民の足確保のた

めのバス路線再編に尽力していきたい。 

 また、北陸新幹線開業に伴い、金沢駅から珠洲市、輪

島市などの奥能登方面へ観光客の足を運ばす方策が考え

られる。 
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